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凡例
〇頻出する用字・用語については、編集委員会で表記の統一を行った。
〇文中の年表記は西暦表示とした。ただし適宜、和暦表示を記載した。
〇「濱松」については全て「浜松」と表記した。よって「濱松高等工業学校」は「浜松高等工業学校」と表し、「濱
松工業専門学校」は「浜松工業専門学校」と表した。

〇人名については、以下の通り表記した。
　「髙栁健次郎」は異字体「髙」及び「栁」を使用せず、「高柳健次郎」と表記した。
　（高柳自身がこのような表記をしていたことと、他の記録・記念誌・書籍等との統一のため）
　「櫻塲周吉」は「塲」を使用せず、「櫻場周吉」と表記した（櫻場本人がこのような表記をしていたため）。

〇単位はカタカナ表記ではなく、単位記号を用いた。
〇コラムの執筆者の肩書きは本誌のための書きおろしコラムについては現在の肩書きを付したが、他資
料から転載したものは、一部を除き、基本的には掲載当時の肩書きとなっている。

〇写真等の出典については、「1966 アル」などと表記した。詳しい説明は巻末の資料一覧を参照されたい。
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静岡大学工学部

静岡大学情報学部

浜松高等工業学校・浜松工業専門学校・静岡大学卒業生の卒業年次・学科等記号
年次（数字）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※３月卒業以外の卒業も同じ年に含む

数字 卒業年 卒業学校名（卒業年）
0 1925（大正14）年卒業 浜松高等工業学校（0～ 18）

1 ～ 64 1926（大正15 / 昭和元）年～ 1989（平成元）年卒業 浜松工業専門学校（19～ 26）
静岡大学工学部（28～）

90 ～ 99 1990（平成2）年～ 1999（平成11）年卒業 静岡大学工業短期大学部（31～ 97）
2000 ～ 2000（平成12）年卒業～ 静岡大学情報学部（2000～）

静岡大学大学院(41～ )

創立

4月

10月

学科等記号
浜松高等工業学校、浜松工業専門学校
記号 学科名等
M 機械学科、機械科
Ma 機械科（本科第一部機械科（第一）および同（第二））
Mb 機械科（本科第一部機械科（第一）、入学時航空機科）
Mc 機械科（入学時、本科第二部機械科）
Md 機械科（入学時、本科第二部機械科）
E 電気学科、本科第一部電気科
C 応用化学科、本科第一部化学工業科
F 精密機械学科、精密機械科
A 航空工学科、本科第一部航空機科、本科第二部航空機科
ｍ 機械技術員養成科 
N 通信工学科、電気通信科
Na 電気通信科（本科第一部電気通信科）
Nb 電気通信科（入学時、本科第二部電気通信科）
R 無線工学専修科、無線専修科
Y 臨時別科工業技術員養成科（電気通信科）
B 燃料化学科、燃料工学科、本科第一部燃料科
P （臨時教員養成所）物理化学科、物象科
Σ （臨時教員養成所）数学科

工学部
記号 学科名等
M 機械工学科、機械工学第二学科
H エネルギー機械工学科
F 精密工学科
Z 光電機械工学科
E 電気工学科、電気工学第二学科、電気・電子工学科、電気電子工学科 
D 電子工学科、電子物質科学科 
J 情報工学科、情報知識工学科、知能情報工学科
C 工業化学科、物質工学科 
Q 応用化学科
U 材料精密化学科
K 化学工学科、化学バイオ工学科
S 合成化学科 
A システム工学科、数理システム工学科 

工業短期大学部
記号 学科名等
JM 機械科、機械工学科
JE 電気科、電気工学科
JD 電子工学科 
JJ 情報工学科
JC 工業化学科

情報学部
記号 学科名等
I C 情報科学科
I A 情報社会学科
I B 行動情報学科

大学院（工学研究科、理工学研究科前期、工学専攻）
記号 学科名等
MM 機械工学専攻、機械工学第二専攻、機械工学コース
MH エネルギー機械工学専攻
MF 精密工学専攻
MZ 光電機械工学専攻
ME 電気工学専攻、電気工学第二専攻、電気電子工学コース
MD 電子工学専攻、電子物質科学コース
MED 電気・電子工学専攻、電気電子工学専攻
MJ 情報工学専攻、情報知識工学専攻、計算機工学専攻
MC 工業化学専攻、物質工学専攻
MQ 応用化学専攻
MU 材料精密化学専攻
MK 化学工学専攻、化学バイオ工学コース
MS 合成化学専攻
MA システム工学専攻、数理システム工学コース

MOT 事業開発マネジメント専攻・コース

大学院（情報学研究科、情報学専攻）
記号 学科名等
M I  情報学専攻

大学院（博士課程）
記号 学科名等
DD 電子科学研究科
DT 理工学研究科博士後期課程
DS 創造科学技術大学院
DM 光医工学研究科
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